
 法学部ビジネス法学科　学年別教育課程表 ①
1 学 年 2 学 年 3 学 年 4 学 年

摘 要
授 業 科 目

単

位

数

授 業 科 目

単

位

数

授 業 科 目

単

位

数

授 業 科 目

単

位

数

必修科目

1年 基 礎 演 習　 4 2年 基 礎 演 習　 4 3年 専 門 演 習　 4 4年 専 門 演 習　 4 16単位
必修科目30

単位を履修

しなければ

ならない。

教 養 諸 学 入 門 2 2単位

情 報 基 礎 Ⅰ・ Ⅱ 各2 4単位

国 家 と 法 Ⅰ・ Ⅱ
市 民 と 法 Ⅰ・ Ⅱ

各2 8単位

選

　
　
　

択

　
　
　

必

　
　
　

修

　
　
　

科

　
　
　

目

外国語

英 語 A Ⅰ ・ A Ⅱ 
英 語 B Ⅰ ・ B Ⅱ 

各1

英 語 C Ⅰ ・ C Ⅱ 
英 語 D Ⅰ ・ D Ⅱ 
英 語 E Ⅰ ・ E Ⅱ 

各1
1ｶ国語を選

択し、10単位 

を履修しな

ければなら

ない。

ド イ ツ 語AⅠ・AⅡ
ド イ ツ 語BⅠ・BⅡ

ド イ ツ 語CⅠ・CⅡ
ド イ ツ 語DⅠ・DⅡ
ド イ ツ 語EⅠ・EⅡ

フランス語AⅠ・AⅡ
フランス語BⅠ・BⅡ

フランス語CⅠ・CⅡ
フランス語DⅠ・DⅡ
フランス語EⅠ・EⅡ

中 国 語AⅠ・AⅡ
中 国 語BⅠ・BⅡ

中 国 語CⅠ・CⅡ
中 国 語DⅠ・DⅡ
中 国 語EⅠ・EⅡ

スペイン語AⅠ・AⅡ
スペイン語BⅠ・BⅡ

スペイン語CⅠ・CⅡ
スペイン語DⅠ・DⅡ
スペイン語EⅠ・EⅡ

朝鮮（韓国）語AⅠ・AⅡ
朝鮮（韓国）語BⅠ・BⅡ

朝鮮（韓国）語CⅠ・CⅡ
朝鮮（韓国）語DⅠ・DⅡ
朝鮮（韓国）語EⅠ・EⅡ

ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語・ﾌﾞﾗｼﾞﾙ語AⅠ・AⅡ
ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語・ﾌﾞﾗｼﾞﾙ語BⅠ・BⅡ

ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語・ﾌﾞﾗｼﾞﾙ語CⅠ・CⅡ
ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語・ﾌﾞﾗｼﾞﾙ語DⅠ・DⅡ
ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語・ﾌﾞﾗｼﾞﾙ語EⅠ・EⅡ

（外）日本語AⅠ・AⅡ
（外）日本語BⅠ・BⅡ 各1

（外）日本語CⅠ・CⅡ
（外）日本語DⅠ・DⅡ
（外）日本語EⅠ・EⅡ

各1

R K U 入 門 1

4

単位

以上

キ ャ リ ア デ ザ イ ン 2 キ ャ リ ア カ ウ ン セ リ ン グ 2

法とキャリア（入門）
法とキャリア（初級）Ⅰ・Ⅱ 各2

法 務・ 行 政 実 習
法とキャリア（中級・私法）Ⅰ・Ⅱ
法とキャリア（中級・公法）Ⅰ・Ⅱ
法とキャリア（総合1）Ⅰ・Ⅱ
法とキャリア（総合2）Ⅰ・Ⅱ

各2 法とキャリア（上級）Ⅰ・Ⅱ 各2

日本通運寄付講座　全国通運連盟寄付講座　野村證券寄付講座 各2

海 外 研 修 2

イ ン タ ー ン シ ッ プ 4

インターンシップ（海外） 2

就 職 準 備 講 座 1

資格関連科目（資格一般） 各1

資格関連科目（資格基礎） 各2

資格関連科目（資格専門） 各4

目
科
礎
基
養
教

哲　　 学 Ⅰ・ Ⅱ
教 育 学 Ⅰ・ Ⅱ
生 態 学 Ⅰ・ Ⅱ
言 語 論 Ⅰ・ Ⅱ
美 術 史 Ⅰ・ Ⅱ
イ ス ラ ム 学 Ⅰ・ Ⅱ
民 俗 学 Ⅰ・ Ⅱ
スポーツ科学Ⅰ・Ⅱ
（ 外 ） 日 本 事 情

論 理 学 Ⅰ・ Ⅱ
数　　 学 Ⅰ・ Ⅱ
自 然 環 境 論 Ⅰ・ Ⅱ
文学（日本文学）Ⅰ・Ⅱ
歴史学入門（日本史）Ⅰ・Ⅱ
宗 教 学 Ⅰ・ Ⅱ
考 古 学 Ⅰ・ Ⅱ
心 と 身 体 Ⅰ・ Ⅱ

心 理 学 Ⅰ・ Ⅱ
情 報 環 境 論 Ⅰ・ Ⅱ
物 質 科 学 Ⅰ・ Ⅱ
文学（外国文学）Ⅰ・Ⅱ
歴史学入門（東洋史）
人 文 地 理 学 Ⅰ・ Ⅱ
健 康 科 学 論 Ⅰ・ Ⅱ
（ 外 ） 日 本 の 現 在

社 会 学 Ⅰ・ Ⅱ
地 球 科 学 Ⅰ・ Ⅱ
生 命 科 学 Ⅰ・ Ⅱ
現 代 文 章 論 Ⅰ・ Ⅱ
歴史学入門（西洋史）
自 然 地 理 学 Ⅰ・ Ⅱ
生涯スポーツの理論と実技
（ 外 ） 日 本 の 思 想

各2

24

単位

以上

目
科
礎
基
門
専

刑法（総論）Ⅰ・Ⅱ

各2

憲　　　　　法Ⅰ・Ⅱ
民 法（ 契 約 法 ）
国際ビジネス法Ⅰ・Ⅱ
刑　法（各論）Ⅰ・Ⅱ
行政法（行政作用法）Ⅰ・Ⅱ
労　　 働　　法Ⅰ・Ⅱ
法 と 文 化（アジア ）Ⅰ・ Ⅱ

民 法（ 物 権 ）
民法（不法行為法）
商法（会社法）Ⅰ・Ⅱ
民 事 訴 訟 法 Ⅰ・ Ⅱ
行政法（行政救済法）Ⅰ・Ⅱ
消  費  者   法Ⅰ・Ⅱ
法と文化（欧米）Ⅰ・Ⅱ

民 法（ 債 権 総 論 ）
民法（家族法）Ⅰ・Ⅱ
商法（総則・商行為法）
刑 事 訴 訟 法Ⅰ・Ⅱ

スポーツと法Ⅰ・Ⅱ

各2

36

単位

以上

目
科
択
選

目
科
展
発
門
専

商法（手形・小切手法）
経 済 法 Ⅰ・ Ⅱ
法 制 史 Ⅰ・ Ⅱ
社 会 保 障 法 Ⅰ・ Ⅱ
租 税 法 Ⅰ・ Ⅱ
観 光 と 法
政 治 学 Ⅰ・ Ⅱ
行 政 学 Ⅰ・ Ⅱ
行 政 管 理 論 Ⅰ・ Ⅱ
法学特殊講義（基礎法）Ⅰ・Ⅱ
法学特殊講義（私法1）Ⅰ・Ⅱ

商 法（ 保 険 法 ）
金 融 取 引 法
法 社 会 学 Ⅰ・ Ⅱ
社会福祉法概論Ⅰ・Ⅱ
地 方 自 治 法
ま ち づ く り と 法
政 治 外 交 史 Ⅰ・ Ⅱ
地 方 自 治 論 Ⅰ・ Ⅱ
国 際 関 係 論 Ⅰ・ Ⅱ
法学特殊講義（公法1）Ⅰ・Ⅱ
法学特殊講義（私法2）Ⅰ・Ⅱ

企 業 会 計 法 Ⅰ・ Ⅱ
物 流 関 係 法 Ⅰ・ Ⅱ
国 際 法 Ⅰ・ Ⅱ
知 的 財 産 法
外 国 法 Ⅰ・ Ⅱ
地 域 社 会 論
政 治 思 想 史
都 市 政 策 論 Ⅰ・ Ⅱ

法学特殊講義（公法2）Ⅰ・Ⅱ
現代社会と法Ⅰ・Ⅱ

各2

学
部
共
通
科
目

経済学

（注2）

経 済 学 概 論 Ⅰ・ Ⅱ
統 計 学 概 論 Ⅰ・ Ⅱ
日 本 経 済 史 Ⅰ・ Ⅱ 各2

ミクロ経済学Ⅰ・Ⅱ
マクロ経済学Ⅰ・Ⅱ
財　  政　  学Ⅰ・Ⅱ
日 本 経 済 論Ⅰ・Ⅱ
労 働 経 済 論 Ⅰ・Ⅱ

西 洋 経 済 史 Ⅰ・ Ⅱ
経 済 学 史 Ⅰ・ Ⅱ
国 際 経 済 論 Ⅰ・ Ⅱ
経 済 地 理 学 Ⅰ・ Ⅱ
金　 融　 論 Ⅰ・ Ⅱ

社 会 保 障 論 Ⅰ・ Ⅱ
交　 通　 論 Ⅰ・ Ⅱ

産 業 組 織 論 Ⅰ・ Ⅱ

各2

４．法学部ビジネス法学科、自治行政学科において開設する授業科目および単位数は、次のとおりとする。

（１）ビジネス法学科
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1 学 年 2 学 年 3 学 年 4 学 年

摘 要
授 業 科 目

単

位

数

授 業 科 目

単

位

数

授 業 科 目

単

位

数

授 業 科 目

単

位

数

選

　
　
　

択

　
　
　

科

　
　
　

目

学

　

部

　

共

　

通

　

科

　

目

経営学

経 営 学 総 論 Ⅰ・ Ⅱ
流 通 概 論 Ⅰ・ Ⅱ
会 計 学 総 論 Ⅰ・ Ⅱ
簿 記 論 Ⅰ・ Ⅱ

各2

事 業 創 造 論 Ⅰ・ Ⅱ
人的資源管理論Ⅰ・Ⅱ
事 業 戦 略 論
流 通 史 Ⅰ・ Ⅱ
マーケティング論Ⅰ・Ⅱ
原 価 計 算 論 Ⅰ・ Ⅱ
流 通 政 策 論 Ⅰ・ Ⅱ
経 営 情 報 論
経 営 財 務 論 Ⅰ・ Ⅱ
組 識 戦 略 論
経 営 情 報 ｼ ｽ ﾃ ﾑ 論
財 務 会 計 論 Ⅰ ･ Ⅱ

各2

経 営 史 Ⅰ・ Ⅱ
Eコ マ ー ス 論
ベンチャービジネス論
ネットワーク経営論
上級財務会計論Ⅰ・Ⅱ
管 理 会 計 論 Ⅰ・ Ⅱ
企 業 論 Ⅰ・ Ⅱ
Eビ ジ ネ ス 概 論
ベンチャーキャピタル論
上 級 簿 記 論 Ⅰ・ Ⅱ
監 査 論 Ⅰ・ Ⅱ

各2

左記科目の

中から84単

位以上を履

修しなけれ

ばらない。

社会学

社 会 学 概 論

2

家 族 社 会 学 Ⅰ・ Ⅱ
地 域 社 会 学 Ⅰ・ Ⅱ
教 育 社 会 学 Ⅰ・ Ⅱ
産 業 社 会 学
国 際 社 会 学
ア ジ ア 社 会 と 観 光
社会福祉原論Ⅰ・Ⅱ
児 童・ 家 庭 福 祉 論
介 護 福 祉 論

経 済 社 会 学
開 発 社 会 学
余 暇 社 会 学 
観 光 心 理 学
文 化 人 類 学
グローバル化と文化
老 人 福 祉 論
公 的 扶 助 論
福祉行財政と福祉計画論

社 会 調 査 法
社 会 調 査 実 践 法
社 会 心 理 学
対 人 関 係 論

障 害 者 福 祉 論
地 域 福 祉 論 Ⅰ・ Ⅱ

各2

流通

情報学

ロジスティクス概論Ⅰ・Ⅱ
情 報 学 概 論 Ⅰ・ Ⅱ

各2

グローバルロジスティクス論Ⅰ・Ⅱ
ロジスティクスシステム論Ⅰ・Ⅱ
ロジスティクスビジネス論Ⅰ・Ⅱ
物流ターミナル論Ⅰ・Ⅱ

流通情報システム論Ⅰ・Ⅱ
通信・ネットワーク概論
情報応用システム論
ソフトウェア概論Ⅰ・Ⅱ 

ヒューマンインターフェイス論
エ ル ゴ ノ ミ ク ス 論
情 報 科 学 Ⅰ・ Ⅱ

各2

スポーツ

健康科学

ス ポ ー ツ 文 化 論
コ ー チ 学

スポーツトレーニング論
発 育・ 発 達 論

ス ポ ー ツ と 栄 養 Ⅰ
スポーツジェンダー論（スポーツと女性）
スポーツ外傷・障害と予防
ス ポ ー ツ 心 理 学
スポーツマネジメント論

健康づくりとジョギング
スポーツメディア論
スポーツジャーナリズム論
ス ポ ー ツ 産 業 論
ス ポ ー ツ と 余 暇

各2

教

　

養

　

発

　

展

　

科

　

目

社 会 倫 理 学 Ⅰ・ Ⅱ
現 代 女 性 論 Ⅰ・ Ⅱ 

防 災 科 学 Ⅰ・ Ⅱ 
メ デ ィ ア 論 Ⅰ・ Ⅱ

日 本 文 化 論 Ⅰ・ Ⅱ 
資 源 環 境 論 Ⅰ・ Ⅱ 

外 国 文 化 論 Ⅰ・ Ⅱ

各2歴史学特殊講義（東洋史） 
歴史学特殊講義（西洋史）

歴史学特殊講義（日本史）Ⅰ・Ⅱ 
英 書 講 読 Ⅰ・ Ⅱ 

総合教養講座Ⅰ・Ⅱ  

外

国

語

英 会 話AⅠ・AⅡ 各1 英 会 話CⅠ・CⅡ 各1 英 会 話EⅠ・EⅡ 各1

留学英会話Ⅰ・Ⅱ 各1

留学中国語会話Ⅰ・Ⅱ 各1

選択英語初級Ⅰ・Ⅱ
選択スペイン語初級Ⅰ・Ⅱ

選択ドイツ語初級Ⅰ・Ⅱ
選択朝鮮（韓国）語初級Ⅰ・Ⅱ

選択ﾌﾗﾝｽ語初級Ⅰ・Ⅱ
選択ポルトガル語ブラジル語初級Ⅰ・Ⅱ

選択中国語初級Ⅰ・Ⅱ

各1

選択英語中級Ⅰ・Ⅱ
選択中国語中級Ⅰ・Ⅱ
選択ポルトガル語・ブラジル語中級Ⅰ・Ⅱ

選択ドイツ語中級Ⅰ・Ⅱ
選択スペイン語中級Ⅰ・Ⅱ

選択ﾌﾗﾝｽ語中級Ⅰ・Ⅱ
選択朝鮮（韓国）語中級Ⅰ・Ⅱ

選択英語上級Ⅰ・Ⅱ
選択ドイツ語上級Ⅰ・Ⅱ
選択中国語上級Ⅰ・Ⅱ
選択ポルトガル語・ブラジル語上級Ⅰ・Ⅱ

選択ﾌﾗﾝｽ語上級Ⅰ・Ⅱ
選択スペイン語上級Ⅰ・Ⅱ
選択朝鮮（韓国）語上級Ⅰ・Ⅱ

体育 選択ｽﾎﾟｰﾂﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ実技Ⅰ・Ⅱ 各1

目
科
職
教

教 師 論
教 育 原 理
教 育 心 理 学
教 育 社 会 学 概 論
道 徳 教 育 の 研 究

各2

教 育 課 程 論
特 別 活 動 の 研 究
生 徒 指 導 の 研 究
教 育 相 談

各2

視 聴 覚 教 育
教 育 方 法 学

2

2

卒業に必要な単位 124単位以上

    ②
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 法学部自治行政学科　学年別教育課程表 ③
1学年 2学年 3学年 4学年

摘　　要
授業科目

単

位

数

授業科目

単

位

数

授業科目

単

位

数

授業科目

単

位

数

必修科目

1年基礎演習　 4 2年基礎演習　 4 3年専門演習　 4 4年専門演習　 4 16単位
必 修 科 目30

単位を履修

しなければ

ならない。

教 養 諸 学 入 門 2 2単位

情 報 基 礎 Ⅰ・ Ⅱ 各2 4単位

国 家 と 法 Ⅰ・ Ⅱ

市 民 と 法 Ⅰ・ Ⅱ
各2 8単位

選

　

　

択

　

　

必

　

　

修

　

　

科

　

　

目

外国語

（注1）

英 語 A Ⅰ ・ A Ⅱ 
英 語 B Ⅰ ・ B Ⅱ 

ド イ ツ 語AⅠ・AⅡ
ド イ ツ 語BⅠ・BⅡ

フランス語AⅠ・AⅡ
フランス語BⅠ・BⅡ

中 国 語AⅠ・AⅡ
中 国 語BⅠ・BⅡ

スペイン語AⅠ・AⅡ
スペイン語BⅠ・BⅡ

朝鮮（韓国）語AⅠ・AⅡ
朝鮮（韓国）語BⅠ・BⅡ

ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語・ﾌﾞﾗｼﾞﾙ語AⅠ・AⅡ
ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語・ﾌﾞﾗｼﾞﾙ語BⅠ・BⅡ

各1

英 語 C Ⅰ ・ C Ⅱ 
英 語 D Ⅰ ・ D Ⅱ 
英 語 E Ⅰ ・ E Ⅱ 
ド イ ツ 語CⅠ・CⅡ
ド イ ツ 語DⅠ・DⅡ
ド イ ツ 語EⅠ・EⅡ
フランス語CⅠ・CⅡ
フランス語DⅠ・DⅡ
フランス語EⅠ・EⅡ
中 国 語CⅠ・CⅡ
中 国 語DⅠ・DⅡ
中 国 語EⅠ・EⅡ
スペイン語CⅠ・CⅡ
スペイン語DⅠ・DⅡ
スペイン語EⅠ・EⅡ
朝鮮（韓国）語CⅠ・CⅡ
朝鮮（韓国）語DⅠ・DⅡ
朝鮮（韓国）語EⅠ・EⅡ
ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語・ﾌﾞﾗｼﾞﾙ語CⅠ・CⅡ
ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語・ﾌﾞﾗｼﾞﾙ語DⅠ・DⅡ
ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語・ﾌﾞﾗｼﾞﾙ語EⅠ・EⅡ

各1
1ｶ国語を選

択し、10単位 

を履修しな

ければなら

ない。

（外）日本語AⅠ・AⅡ

（外）日本語BⅠ・BⅡ 各1

（外）日本語CⅠ・CⅡ

（外）日本語DⅠ・DⅡ

（外）日本語EⅠ・EⅡ

各1

R    門入UK 1

4

単位

以上

キ ャ リ ア デ ザ イ ン 2 キャリアカウンセリング 2

法とキャリア（入門）

法とキャリア（初級）Ⅰ・Ⅱ 各2

法 務・ 行 政 実 習

法とキャリア（中級・私法）Ⅰ・Ⅱ

法とキャリア（中級・公法）Ⅰ・Ⅱ

法とキャリア（総合1）Ⅰ・Ⅱ

法とキャリア（総合2）Ⅰ・Ⅱ

各2

法とキャリア（上級）Ⅰ・Ⅱ

各2

  日本通運寄付講座　全国通運連盟寄付講座　野村證券寄付講座 各2

海 外 研 修 2

イ ン タ ー ン シ ッ プ 4

インターンシップ（海外） 2

就 職 準 備 講 座 1

資格関連科目（資格一般） 各1

資格関連科目（資格基礎） 各2

資格関連科目（資格専門） 各4

目
科
礎
基
養
教

哲　　 学 Ⅰ・ Ⅱ
教 育 学 Ⅰ・ Ⅱ
生 態 学 Ⅰ・ Ⅱ
言 語 論 Ⅰ・ Ⅱ
美 術 史 Ⅰ・ Ⅱ
イ ス ラ ム 学 Ⅰ・ Ⅱ
民 俗 学 Ⅰ・ Ⅱ
スポーツ科学Ⅰ・Ⅱ
（ 外 ） 日 本 事 情

論 理 学 Ⅰ・ Ⅱ
数　　 学 Ⅰ・ Ⅱ
自 然 環 境 論 Ⅰ・ Ⅱ
文学（日本文学）Ⅰ・Ⅱ
歴史学入門（日本史）Ⅰ・Ⅱ
宗 教 学 Ⅰ・ Ⅱ
考 古 学 Ⅰ・ Ⅱ
心 と 身 体 Ⅰ・ Ⅱ

心 理 学 Ⅰ・ Ⅱ
情 報 環 境 論 Ⅰ・ Ⅱ
物 質 科 学 Ⅰ・ Ⅱ
文学（外国文学）Ⅰ・Ⅱ
歴史学入門（東洋史）
人 文 地 理 学 Ⅰ・ Ⅱ
健 康 科 学 論 Ⅰ・ Ⅱ
（ 外 ） 日 本 の 現 在

社 会 学 Ⅰ・ Ⅱ
地 球 科 学 Ⅰ・ Ⅱ
生 命 科 学 Ⅰ・ Ⅱ
現 代 文 章 論 Ⅰ・ Ⅱ
歴史学入門（西洋史）
自 然 地 理 学 Ⅰ・ Ⅱ
生涯スポーツの理論と実技
（ 外 ） 日 本 の 思 想

各2

24

単位

以上

目
科
礎
基
門
専

政 治 学 Ⅰ・ Ⅱ
刑法（総論）Ⅰ・Ⅱ

各2

憲　　　　 法 Ⅰ・ Ⅱ
民 法（ 契 約 法 ）
行政法（行政作用法）Ⅰ・Ⅱ
法と文化（アジア）Ⅰ・Ⅱ
日 本 政 治 論 Ⅰ・ Ⅱ
行    政    学 Ⅰ・ Ⅱ 

民 法（ 物 権 ）
民法（不法行為法）
行政法（行政救済法）Ⅰ・Ⅱ
法と文化（欧米）Ⅰ・Ⅱ
地 域 社 会 論
地 方 自 治 論 Ⅰ・ Ⅱ

民 法（ 債 権 総 論 ）
民法（家族法）Ⅰ・Ⅱ
地 方 自 治 法
スポーツと法Ⅰ・Ⅱ
国 際 関 係 論 Ⅰ・ Ⅱ
都 市 政 策 論 Ⅰ・ Ⅱ

各2

36

単位

以上

選

択

科

目

目
科
展
発
門
専

行 政 管 理 論 Ⅰ・ Ⅱ
法  社  会  学Ⅰ・ Ⅱ
国際ビジネス法Ⅰ・ Ⅱ
商法（手形・小切手法）
民 事 訴 訟 法 Ⅰ・ Ⅱ
経    済    法 Ⅰ・ Ⅱ
労    働    法 Ⅰ・ Ⅱ
国    際    法 Ⅰ・ Ⅱ
観 光 と 法
法学特殊講義（基礎法）Ⅰ・Ⅱ
法学特殊講義（私法1）Ⅰ・Ⅱ

政 治 外 交 史 Ⅰ・ Ⅱ
法    制    史 Ⅰ・ Ⅱ
商法（会社法）Ⅰ・ Ⅱ
商 法（ 保 険 法 ）
刑 事 訴 訟 法 Ⅰ・ Ⅱ
消  費  者  法 Ⅰ・ Ⅱ
社 会 保 障 法 Ⅰ・ Ⅱ
外    国    法 Ⅰ・ Ⅱ
ま ち づ く り と 法
法学特殊講義（公法1）Ⅰ・Ⅱ
法学特殊講義（私法2）Ⅰ・Ⅱ

政 治 思 想 史
刑法（各論）Ⅰ・Ⅱ
商法（総則・商行為法）
金 融 取 引 法
租    税    法 Ⅰ・ Ⅱ

社会福祉法概論Ⅰ・Ⅱ

法学特殊講義（公法2）Ⅰ・Ⅱ
現代社会と法Ⅰ・Ⅱ

各2

学
部
共
通
科
目

経済学

経 済 学 概 論 Ⅰ・ Ⅱ
統 計 学 概 論 Ⅰ・ Ⅱ
日 本 経 済 史 Ⅰ・ Ⅱ 各2

ミクロ経済学Ⅰ・Ⅱ
マクロ経済学Ⅰ・Ⅱ
財    政    学 Ⅰ・ Ⅱ
日 本 経 済 論 Ⅰ・ Ⅱ
労 働 経 済 論 Ⅰ・ Ⅱ

西 洋 経 済 史 Ⅰ・ Ⅱ
経  済  学  史Ⅰ・ Ⅱ
国 際 経 済 論 Ⅰ・ Ⅱ
経 済 地 理 学 Ⅰ・ Ⅱ
金    融    論 Ⅰ・ Ⅱ

社 会 保 障 論 Ⅰ・ Ⅱ
交    通    論 Ⅰ・ Ⅱ

産 業 組 織 論 Ⅰ・ Ⅱ

各2

（２）自治行政学科

- 27 -



    ④

1学年 2学年 3学年 4学年

摘　　要
授業科目

単

位

数

授業科目

単

位

数

授業科目

単

位

数

授業科目

単

位

数

選

　

　

択

　

　

科

　

　

目

学

部

共

通

科

目

経営学

経 営 学 総 論 Ⅰ・ Ⅱ

流 通 概 論 Ⅰ・ Ⅱ

会 計 学 総 論 Ⅰ・ Ⅱ

簿 記 論 Ⅰ・ Ⅱ

各2

事 業 創 造 論 Ⅰ・ Ⅱ

人的資源管理論Ⅰ・Ⅱ

事 業 戦 略 論

流 通 史 Ⅰ・ Ⅱ

マーケティング論Ⅰ・Ⅱ

原 価 計 算 論 Ⅰ・ Ⅱ

流 通 政 策 論 Ⅰ・ Ⅱ

経 営 情 報 論

経 営 財 務 論 Ⅰ・ Ⅱ

組 識 戦 略 論

経営情報システム論

財 務 会 計 論 Ⅰ ･ Ⅱ

各2

経 営 史 Ⅰ・ Ⅱ

Eコ マ ー ス 論

ベンチャービジネス論

ネットワーク経営論

上級財務会計論Ⅰ・Ⅱ

管 理 会 計 論 Ⅰ・ Ⅱ

企 業 論 Ⅰ・ Ⅱ

Eビ ジ ネ ス 概 論

ベンチャーキャピタル論

上 級 簿 記 論 Ⅰ・ Ⅱ

監 査 論 Ⅰ・ Ⅱ

各2

左記科目の

中 か ら84単

位以上を履

修しなけれ

ばらない。

社会学

社 会 学 概 論

各2

家 族 社 会 学 Ⅰ・ Ⅱ

地 域 社 会 学 Ⅰ・ Ⅱ

教 育 社 会 学 Ⅰ・ Ⅱ

産 業 社 会 学

国 際 社 会 学

ア ジ ア 社 会 と 観 光

社会福祉原論Ⅰ・Ⅱ

児 童・ 家 庭 福 祉 論

介 護 福 祉 論

経 済 社 会 学

開 発 社 会 学

余 暇 社 会 学 

観 光 心 理 学

文 化 人 類 学

グローバル化と文化

老 人 福 祉 論

公 的 扶 助 論

福祉行財政と福祉計画論

社 会 調 査 法

社 会 調 査 実 践 法

社 会 心 理 学

対 人 関 係 論

障 害 者 福 祉 論

地 域 福 祉 論 Ⅰ・ Ⅱ

各2

流通

情報学

ロジスティクス概論Ⅰ・Ⅱ

情 報 学 概 論 Ⅰ・ Ⅱ
各2

グローバルロジスティクス論Ⅰ・Ⅱ

ロジスティクスシステム論Ⅰ・Ⅱ

ロジスティクスビジネス論Ⅰ・Ⅱ

物流ターミナル論Ⅰ・Ⅱ

流通情報システム論Ⅰ・Ⅱ

通信・ネットワーク概論

情報応用システム論

ソフトウェア概論Ⅰ・Ⅱ 

ヒューマンインターフェイス論

エ ル ゴ ノ ミ ク ス 論

情 報 科 学 Ⅰ・ Ⅱ
各2

スポーツ

健康科学

ス ポ ー ツ 文 化 論

コ ー チ 学

スポーツトレーニング論

発 育・ 発 達 論

ス ポ ー ツ と 栄 養 Ⅰ

スポーツジェンダー論（スポーツと女性）

スポーツ外傷・障害と予防

ス ポ ー ツ 心 理 学

スポーツマネジメント論

健康づくりとジョギング

スポーツメディア論

スポーツジャーナリズム論

ス ポ ー ツ 産 業 論

ス ポ ー ツ と 余 暇

各2

教

養

発

展

科

目

社 会 倫 理 学 Ⅰ・ Ⅱ

現 代 女 性 論 Ⅰ・ Ⅱ 

防 災 科 学 Ⅰ・ Ⅱ 

メ デ ィ ア 論 Ⅰ・ Ⅱ

日 本 文 化 論 Ⅰ・ Ⅱ 

資 源 環 境 論 Ⅰ・ Ⅱ 

外 国 文 化 論 Ⅰ・ Ⅱ

各2歴史学特殊講義（東洋史） 

歴史学特殊講義（西洋史）

歴史学特殊講義（日本史）Ⅰ・Ⅱ 

英 書 講 読 Ⅰ・ Ⅱ 

総合教養講座Ⅰ・Ⅱ  

英 会 話AⅠ・AⅡ 各1 英 会 話CⅠ・CⅡ 各1 英 会 話EⅠ・EⅡ 各1

留学英会話Ⅰ・Ⅱ 各1

留学中国語会話Ⅰ・Ⅱ 各1

選択英語初級Ⅰ・Ⅱ

選択スペイン語初級Ⅰ・Ⅱ

選択ドイツ語初級Ⅰ・Ⅱ

選択朝鮮（韓国）語初級Ⅰ・Ⅱ

選択ﾌﾗﾝｽ語初級Ⅰ・Ⅱ

選択ポルトガル語ブラジル語初級Ⅰ・Ⅱ

選択中国語初級Ⅰ・Ⅱ

各1

選択英語中級Ⅰ・Ⅱ

選択中国語中級Ⅰ・Ⅱ

選択ポルトガル語・ブラジル語中級Ⅰ・Ⅱ

選択ドイツ語中級Ⅰ・Ⅱ

選択スペイン語中級Ⅰ・Ⅱ

選択ﾌﾗﾝｽ語中級Ⅰ・Ⅱ

選択朝鮮（韓国）語中級Ⅰ・Ⅱ

選択英語上級Ⅰ・Ⅱ

選択ドイツ語上級Ⅰ・Ⅱ

選択中国語上級Ⅰ・Ⅱ

選択ポルトガル語・ブラジル語上級Ⅰ・Ⅱ

選択ﾌﾗﾝｽ語上級Ⅰ・Ⅱ

選択スペイン語上級Ⅰ・Ⅱ

選択朝鮮（韓国）語上級Ⅰ・Ⅱ

選択ｽﾎﾟｰﾂﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ実技Ⅰ・Ⅱ 各1

目
科
職
教

教 師 論

教 育 原 理

教 育 心 理 学

教 育 社 会 学 概 論

道 徳 教 育 の 研 究

各2

教 育 課 程 論

特 別 活 動 の 研 究

生 徒 指 導 の 研 究

教 育 相 談

各2

視 聴 覚 教 育

教 育 方 法 学

2

2

卒業に必要な単位 124単位以上
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 スポーツ健康科学科　学年別教育課程表 ①

１　学　年 ２　学　年 ３　学　年 ４　学　年 

摘　　　要
授　業　科　目

数
位
単

授　業　科　目
数
位
単

授　業　科　目
数
位
単

授　業　科　目
数
位
単

選
　
　

択
　
　

必
　
　

修
　
　

科
　
　

目 

教
　
　

養
　
　

科
　
　

目

現代社会をどう見るか
人と環境との関係を考える
社 会 の 制 度 を 知 る
過去を知り現代へつなぐ
文化を通して心を耕す

世界を知り自己へつなぐ
人の心の発達を知る
人間形成について考える
人の一生とスポーツ
自然とともに生きる

ものごとの構造を論理的につかむ
憲 法 Ⅰ ・ Ⅱ
現 代 文 章 論 Ⅰ・ Ⅱ ２

各

16 単位以上

必 修 科 目
を 除 く 科
目 の 合 計
が91単 位
以 上 履 修
し な け れ
ば な ら な
い。

外 国 語 演 習 Ⅰ・ Ⅱ
外 国 書 講 読 Ⅰ・ Ⅱ

総合教養講座Ⅰ・Ⅱ

２
各

（ 外 ） 日 本 の 現 在 （ 外 ） 日 本 の 思 想 （ 外 ） 日 本 事 情 各２

（外）日本語講読Ⅰ・Ⅱ 各２

情報科目 情 報 基 礎 Ⅰ・ Ⅱ 各２ 2 単位以上

外
　
　

国
　
　

語
　
　

科
　
　

目

英 語 Ａ Ⅰ・ Ａ Ⅱ
英 語 Ｂ Ⅰ・ Ｂ Ⅱ
ドイツ語ＡⅠ・ＡⅡ
ドイツ語ＢⅠ・ＢⅡ
フランス語ＡⅠ・ＡⅡ
フランス語ＢⅠ・ＢⅡ
スペイン語ＡⅠ・ＡⅡ
スペイン語ＢⅠ・ＢⅡ
朝鮮（韓国）語ＡⅠ・ＡⅡ
朝鮮（韓国）語ＢⅠ・ＢⅡ
中国語ＡⅠ・ＡⅡ
中国語ＢⅠ・ＢⅡ
ポルトガル語・ブラジル語ＡⅠ・ＡⅡ
ポルトガル語・ブラジル語ＢⅠ・ＢⅡ

（外）日本語ＡⅠ・ＡⅡ
（外）日本語ＢⅠ・ＢⅡ

各　

１

海 外 研 修
英 語 Ｃ Ⅰ・ Ｃ Ⅱ
英 語 Ｄ Ⅰ・ Ｄ Ⅱ
ドイツ語ＣⅠ・ＣⅡ
ドイツ語ＤⅠ・ＤⅡ
フランス語ＣⅠ・ＣⅡ
フランス語ＤⅠ・ＤⅡ
スペイン語ＣⅠ・ＣⅡ
スペイン語ＤⅠ・ＤⅡ
朝鮮（韓国）語ＣⅠ・ＣⅡ
朝鮮（韓国）語ＤⅠ・ＤⅡ
中国語ＣⅠ・ＣⅡ
中国語ＤⅠ・ＤⅡ
ポルトガル語・ブラジル語ＣⅠ・ＣⅡ
ポルトガル語・ブラジル語ＤⅠ・ＤⅡ
（外）日本語ＣⅠ・ＣⅡ
（外）日本語ＤⅠ・ＤⅡ

各　

１
２ 8 単位以上

必 

修 

科 

目 

演 習 教 養 総 合 演 習 Ⅰ ４ 教 養 総 合 演 習 Ⅱ ４ 専 門 演 習 Ⅰ ４ 専 門 演 習 Ⅱ ４ 16 単位

必 修

スポーツ健康科学概論
機 能 解 剖 学
ス ポ ー ツ 教 育 学
スポーツ救急教育概論

各 

２

スポーツ救急及び実習Ⅰ（救急処置）
ス ポ ー ツ 生 理 学
スポーツマネジメント論
ス ポ ー ツ 人 類 学

各 

２
16 単位

選　

択　

必　

修　

科　

目

ス　

ポ　

　

ツ　

実　

技　

科　

目

Ⅰ
体操（器械運動・集団行動を含む）
陸 上 競 技
水 泳

各 
１

２単位以上

Ⅱ

野球・ソフトボール
サ ッ カ ー
ラ グ ビ ー
アメリカンフットボール

各 

１
２単位以上

Ⅲ

テ ニ ス
バスケットボール
バ レ ー ボ ー ル
バ ド ミ ン ト ン
卓 球

各 

１
３単位以上

Ⅳ
柔 道
剣 道
ダ ン ス

各 

１
１単位以上

Ⅴ
エアロビックダンス
水 泳・ 水 中 運 動

スポーツ方法実習
１
各

１単位以上

必修 Ⅵ 海 浜 実 習 １ １単位

選 

択 

必 

修 

科 

目

共　

通　

科　

目

ス ポ ー ツ 哲 学
ス ポ ー ツ 史
ス ポ ー ツ 社 会 学

コ ー チ 学
発 育・ 発 達 論
スポーツトレーニング論

スポーツと栄養Ⅰ・Ⅱ
ス ポ ー ツ 運 動 学

各 

２

12単位以上
ス ポ ー ツ 行 政 学
ス ポ ー ツ 心 理 学
ス ポ ー ツ と 法
運 動 処 方 論
健 康 教 育 学

野外教育とスポーツ
スポーツ情報分析論Ⅰ
スポーツバイオメカニクス
測 定 評 価 学
スポーツ医学Ⅰ・Ⅱ

スポーツ外傷･障害と予防
衛生・公衆衛生学（運動衛生学を含む）
テーピング論（実習を含む）
マッサージ論（実習を含む）

各 

２

ス 

ポ 
 

ツ 

コ 
 

チ 

ン 

グ 

コ 
 

ス

Ⅰ
コンデショニング論 ２ 6 単位

以上

４ つ の
コースの
中から１
つのコー
スを選択
し、20単
位以上履
修しなけ
ればなら
ない。

メンタルトレーニング論 スポーツ技術・戦術論 スポーツ情報分析論Ⅱ 各２

Ⅱ

レクリエーション論 ２
6 単位
以上

リハビリテーション論
スポーツコーチング論Ⅰ

スポーツコーチング論Ⅱ
スポーツコーチング論Ⅲ ２

各

Ⅲ

スポーツトレーニング実習
レクリエーション実習

コンデショニング実習
１
各

３単位
以上測 定 評 価 実 習

リハビリテーション実習
スポーツコーチング実習（インターンシップ）

１
各

Ⅳ

体操（器械運動）コーチング
陸上競技コーチング
水 泳 コ ー チ ン グ
野球・ソフトボールコーチング

サッカーコーチング
ラグビーコーチング
アメリカンフットボールコーチング

各 

１

２単位
以上

Ⅴ
テニスコーチング
バスケットボールコーチング
バレーボールコーチング

バドミントンコーチング
卓 球 コ ー チ ン グ

各 

１

２単位
以上

Ⅵ
柔 道 コ ー チ ン グ
剣 道 コ ー チ ン グ

ダ ン ス コ ー チ ン グ
１
各 １単位

以上

５．スポーツ健康科学部スポーツ健康科学科において開設する授業科目および単位数は、次のとおりとする。

（１）スポーツ健康科学科
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１　学　年 ２　学　年 ３　学　年 ４　学　年 

摘　　　要
授　業　科　目

数
位
単

授　業　科　目
数
位
単

授　業　科　目
数
位
単

授　業　科　目
数
位
単

選
　
　

択
　
　

必
　
　

修
　
　

科
　
　

目

Ⅰ
ウ ェ ル ネ ス 概 論 健康づくりと運動プログラム ２ 6単位

以上

４ つ の
コースの
中から１
つのコー
スを選択
し、20単
位以上履
修しなけ
ればなら
ない。

必修科目
を除く科目
の合計が
91単 位 以
上履修し
なければな
らない。

健 康 管 理 論 スポーツ救急及び実習Ⅱ（救命処置） スポーツ・ボランティア論 各２

Ⅱ

レクリエーション論 ２
６単位

以上
高齢者スポーツ論

障害者スポーツ論

スポーツ・カウンセリング論（実習を含む）

ストレッチング論（実習を含む）

エアロビック運動の理論
２
各

Ⅲ
野外方法Ⅰ（海洋スポーツ）

野外方法Ⅱ（山野スポーツ）

ライフセービング実習Ⅰ

ライフセービング実習Ⅱ １
各

 

3単位

以上

Ⅳ

スポーツトレーニング実習

レクリエーション実習

コンデショニング実習
１
各

３単位

以上測 定 評 価 実 習

リハビリテーション実習

スポーツ救命・トレーナー実習（インターンシップ）
１
各

Ⅴ
スポーツトレーナー研究Ⅰ

スポーツトレーナー研究Ⅱ

スポーツトレーナー研究Ⅲ
１
各 ２単位

以上

ス Ⅰ
スポーツメディア論 マスコミュニケーション論 各２ ６単位

以上ス ポ ー ツ 産 業 論 ス ポ ー ツ 経 営 学 各２

Ⅱ

健康づくりとジョギング ス ポ ー ツ と 余 暇 各２

10 単位
以上

スポーツ情報分析論Ⅱ
スポーツとコミュニケーション
国際スポーツ事情
ス ポ ー ツ 文 化 論

ス ポ ー ツ 施 設 論
スポーツと地域貢献
ス ポ ー ツ と 経 済
ス ポ ー ツ 統 計 学

スポーツジャーナリズム論
スポーツ・ジェンダー論（スポーツと女性） 各 

２

スポーツ・フィールドワーク論
レ ジ ャ ー 産 業 論

スポーツマネジメント研究Ⅰ
スポーツマネジメント研究Ⅱ ２

各

Ⅲ

スポーツトレーニング実習
レクリエーション実習

コンデショニング実習
１
各

３単位
以上測 定 評 価 実 習

リハビリテーション実習
スポーツマネジメント実習（インターンシップ） 各

１

Ⅳ スポーツマネジメント方法Ⅰ スポーツマネジメント方法Ⅱ 各 1 １単位以上

ス　

ポ　

　

ツ　

教　

育　

コ　

　

ス

Ⅰ

教 育 原 理
安全教育（学校安全を含む）
教 師 論
教 育 社 会 学 概 論
教 育 史

各 

２

教 育 課 程 論

２

保健体育科教育法Ⅰ
保健体育科教育法Ⅱ

各 

２

６単位
以上

Ⅱ
教 職 特 論 演 習 Ⅰ
教 職 特 論 演 習 Ⅱ
教 職 総 合 演 習

各 

２

教 職 特 論 演 習 Ⅲ
２

２単位
以上

Ⅲ

道 徳 教 育 の 研 究
教 育 心 理 学

各 

２

教 育 相 談
精 神 保 健 学
学 校 保 健 学
生 徒 指 導 の 研 究
特 別 活 動 の 研 究

各 

２

教 育 方 法 学

２
６単位
以上

Ⅳ

スポーツトレーニング実習
レクリエーション実習

コンデショニング実習
１
各

３単位
以上測 定 評 価 実 習

リハビリテーション実習
スポーツ教育学実習（インターンシップ）

１
各

Ⅴ
スポーツ教材研究Ⅰ
スポーツ教材研究Ⅱ

スポーツ教材研究Ⅲ
スポーツ教材研究Ⅳ １

各 ３単位
以上

副

専

攻

科

目

注３）

経 

済 

学

ミクロ経済学Ⅰ・Ⅱ
マクロ経済学Ⅰ･Ⅱ

経 営 学 総 論 Ⅰ ･ Ⅱ
会 計 学 総 論 Ⅰ ･ Ⅱ

流 通 概 論 Ⅰ ･ Ⅱ
簿 記 論 Ⅰ ･ Ⅱ ２

各

社 会 保 障 論 Ⅰ ･ Ⅱ
環 境 経 済 論 Ⅰ ･ Ⅱ
事 業 戦 略 論

組 織 戦 略 論
経 営 財 務 論 Ⅰ ･ Ⅱ

各 

２

法　

学

民法（総則）Ⅰ･Ⅱ
民法（物権）Ⅰ･Ⅱ

民法（債権総論）Ⅰ･Ⅱ
商法（総則･商行為）Ⅰ･Ⅱ

商法（会社法）Ⅰ･Ⅱ
２
各

刑法（総論）Ⅰ･Ⅱ
経 済 法 Ⅰ ･ Ⅱ

労 働 法 Ⅰ ･ Ⅱ
消 費 者 法 Ⅰ ･ Ⅱ ２

各

学
祉
福
・
会
社 社会福祉原論Ⅰ･Ⅱ

公 的 扶 助 論 Ⅰ ･ Ⅱ
児 童 福 祉 論 Ⅰ ･ Ⅱ
老 人 福 祉 論 Ⅰ ･ Ⅱ ２

各

地 域 福 祉 論 Ⅰ ･ Ⅱ
社 会 保 障 論 Ⅰ ･ Ⅱ
介 護 概 論 Ⅰ ･ Ⅱ

障害者福祉論Ⅰ･Ⅱ
社 会 調 査 法 Ⅰ ･ Ⅱ

各 

２

観 

光 

学

観 光 学 概 論 Ⅰ ･ Ⅱ
観 光 行 動 論 Ⅰ ･ Ⅱ

観 光 人 類 学 Ⅰ ･ Ⅱ
障害者旅行論Ⅰ･Ⅱ

観 光 地 理 Ⅰ ･ Ⅱ
２
各

旅行業務論（法令及び国内旅行実務）
旅行業務論（約款）
旅行業務論（海外旅行実務）

旅行業務論（運賃）
旅行業務論（ＣＲＳ）

各 

２

自由選択
科　　目

教育実習（事前指導）
１

教育実習（中学校） ４

教育実習（高等学校） ２

　卒業に必要な単位数の合計 124単位

  ②
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別表Ⅱ

１． 経済学部の卒業に必要な単位数の内訳は，次のとおりとする。

必修科目 必修科目

外国語科目 外国語科目

キャリア科目 4単位以上 キャリア科目 4単位以上

教養基礎科目 24単位以上 教養基礎科目 24単位以上

専門基礎科目 36単位以上 専門基礎科目 32単位以上

専門発展科目 専門発展科目

学部共通科目 学部共通科目

教養発展科目 教養発展科目

教職科目 教職科目

　

２． 社会学部の卒業に必要な単位数の内訳は，次のとおりとする。

必修科目 必修科目

外国語科目 外国語科目

キャリア科目 4単位以上 キャリア科目 4単位以上

教養基礎科目 24単位以上 教養基礎科目 24単位以上

専門基礎科目 36単位以上 専門基礎科目 38単位以上

専門発展科目 専門発展科目

学部共通科目 学部共通科目

教養発展科目 教養発展科目

教職科目 教職科目

　

３． 流通情報学部の卒業に必要な単位数の内訳は，次の通りとする．

必修科目

外国語科目

キャリア科目 6単位以上

教養基礎科目 24単位以上

専門基礎科目 30単位以上

専門発展科目

学部共通科目

教養発展科目

教職科目

124単位以上

選択科目 選択科目

合　　　　計 124単位以上 合　　　　計

30　単位 28　単位

選択必修

10　単位

選択必修

10　単位

　　84単位以上 86単位以上

科　　目 科　　目

　　86単位以上

選択必修
科　　目

選択科目

経済学科

合　　　　計 124単位以上

授業科目 修得すべき単位数

28　単位

選択必修
科　　目

選択科目

10　単位

合　　　　計 124単位以上

経営学科

授業科目 修得すべき単位数

34　単位

10　単位

86単位以上

社会学科 国際観光学科

授業科目 修得すべき単位数 授業科目 修得すべき単位数

選択必修

10　単位

　　84単位以上

科　　目

選択科目

流通情報学科

授業科目 修得すべき単位数

34　単位
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４．法学部の卒業に必要な単位数の内訳は，次のとおりとする。

必修科目 必修科目

外国語科目 外国語科目

キャリア科目 4単位以上 キャリア科目 4単位以上

教養基礎科目 24単位以上 教養基礎科目 24単位以上

専門基礎科目 36単位以上 専門基礎科目 36単位以上

専門発展科目 専門発展科目

学部共通科目 学部共通科目

教養発展科目 教養発展科目

教職科目 教職科目

５．スポーツ健康科学部の卒業に必要な単位数の内訳は，次のとおりとする。

科　　目

合　　　　計 124単位以上

ﾋﾞｼﾞﾈｽ法学科 自治行政学科

授業科目 修得すべき単位数 授業科目 修得すべき単位数

124単位以上

30　単位 30　単位

選択必修

10　単位

選択必修

10　単位

　　84単位以上 　　84単位以上

科　　目

選択科目 選択科目

合　　　　計 124単位以上 合　　　　計

合          計

１６単位以上

２単位以上

８単位以上

１６単位

１６単位

１０単位以上

教  養  科  目

情  報  科  目

外 国 語 科 目

スポーツ健康科学科

コ ー ス 科 目

副    専    攻

自由選択科目

演          習

必  修  科  目

スポーツ実技科目

共  通  科  目 １２単位以上

２０単位以上

副専攻科目、自由選択科目または開講科目の
中から24単位以上選択

１２４単位以上
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別表Ⅲ

別表Ⅳ　（学部入学生学費)

種別 年額 ２年度以降 納入期日

入　学　金 指定された入学手続期間

授　業　料 年額

施設拡充費

経済学部,社会学部,流通情
報学部,法学部

施設拡充費

スポーツ健康科学部

課外活動振興費 年額

別表Ⅴ　（委託学生、聴講生および科目等履修生学費）

聴講生

16,000円

1単位につき　5,000円

区分 科目等履修生

登録料 30,000円

授業料 1単位につき　15,200円

委託学生区分

登録料

聴講料

16,000円

1単位につき　5,000円

(前期)新入生は指定された入
学手続期間、在学生は4月20
日まで。

(後期)新入学生、在学生とも
10月20日まで。

新入生は指定された入学手続
期間、在学生は4月20日ま
で。

※コンピュータ実習料として経済学部･社会学部･法学部は6,000円、流通情報学部は20,000円を加算、

前年度の金額にそれぞ
れ人事院勧告(前年度)
による改訂率(ベア＋
定昇率)を乗じた額を
加算した金額

前期　　375,400円
後期　　375,400円

19,000円

入学年度

294,700円

750,800円

種別

入学検定料

金額

35,000円

　スポーツ健康科学部は実習料として50,000円加算

年額 170,300円

年額 272,500円
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流通経済大学大学院学則（案） 

 
(制定 平成元年３月 17 日) 

 

第１章 総    則 

第１条 この学則は、流通経済大学学則第 57 条に基づき、流通経済大学大学院(以下「大学院」という。)

に関し必要な事項を定める。 

 

第２条 大学院の研究科及び課程は、次のとおりとする。 

経済学研究科     経済学専攻    博士課程 

社会学研究科     社会学専攻    博士課程 

物流情報学研究科   物流情報学専攻  博士課程 

法学研究科      ﾘｰｶﾞﾙｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ専攻 修士課程 

ｽﾎﾟｰﾂ健康科学研究科  ｽﾎﾟｰﾂ科学専攻   修士課程 

 

第２条の２  前条の各研究科の目的は次のとおりとする。 

研究科 目的 
経済学研究科 経済学、経営学、会計学、流通論のそれぞれの分野の専門的知識を有する

高度職業人、または創造性豊かな研究者の養成 
社会学研究科 理論社会学、社会福祉・地域社会学、産業・観光社会学等の諸領域におけ

る専門的知識を有する高度職業人、または創造性豊かな研究者の養成 
物流情報学研究科 物流情報に関する分野の専門的知識を有する高度職業人、または創造性豊

かな研究者の養成 
法学研究科 企業や地方自治体において、法的諸問題に対応できる専門的知識を有する

人材の養成 
ｽﾎﾟｰﾂ健康科学研究科 生涯スポーツ及び競技スポーツの推進に貢献できる高度の専門的知識・技

能を有する人材の育成 

 

第２条の３ 博士課程の標準修業年限は５年とし、これを前期２年の課程と後期３年の課程に区分し、前期

２年の課程は修士課程として取扱うものとする。 

２ 修士課程の標準修業年限は２年とする。 

３ 博士課程の前期２年の課程は「修士課程」といい、後期３年の課程は「博士後期課程」という。 

 

第３条 修士課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能力、又は高度の専門性

を要する職業等に必要な高度の能力を養うことを目的とする。 

２ 修士課程の標準修業年限は、２年とする。ただし、最長在学年限は４年とする。 

３ 修士課程の収容定員は、次のとおりとする。 

研究科 専攻 入学定員 収容定員 

経済学研究科 経済学専攻 10 名 20 名 

社会学研究科 社会学専攻 10 名 20 名 

物流情報学研究科 物流情報学専攻 20 名 40 名 

法学研究科 ﾘｰｶﾞﾙｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ専攻 10 名 20 名 

ｽﾎﾟｰﾂ健康科学研究科 ｽﾎﾟｰﾂ科学専攻 10 名 20 名 

計 60 名 120 名 
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第３条の２ 博士後期課程は、専攻分野について研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度

に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養うことを目的と

する。 

２ 博士後期課程の標準修業年限は、３年とする。ただし、最長在学年限は６年とする。 

３ 博士後期課程の収容定員は、次のとおりとする。 

研究科 専攻 入学定員 収容定員

経済学研究科 経済学専攻 ５名 15 名 

社会学研究科 社会学専攻 ５名 15 名 

物流情報学研究科 物流情報学専攻 ５名 15 名 

計 15 名 45 名 

 

第２章 学年、学期及び休業日 

 

第４条 学年、学期及び休業日については、流通経済大学学則第６条、第７条、第８条及び第９条の規定を

準用する。 

 

第３章 履修方法等 

 

第５条 大学院の教育は、授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導(以下「研究指導」という。)

によって行う。 

２ 授業科目、単位数及び履修方法については、別に定める研究科規則の定めるところによる。 

 

第６条 大学院の単位の計算は、流通経済大学学則第 11 条の規定を準用する。 

 

第７条 大学院の試験については、流通経済大学学則第 16 条、第 17 条及び第 18 条の規定を準用する。 

 

第４章 入学、休学、復学、退学、編転入学及び再入学 

 

第８条 入学の時期は、毎年４月とする。ただし、特別の必要があり、かつ教育上支障がないときは、10月

においても入学させることができる。 

 

第９条 修士課程の入学資格は、次の各号の一に該当するものとする。 

(1) 大学(学校教育法第 52 条に定める大学をいう。以下同じ。)を卒業した者 

(2) 外国において学校教育における 16 年の課程を修了した者 

(3) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教

育における 16 年の課程を修了した者 

(4) 文部大臣の指定した者(昭和 28 年２月７日文部省告示第５号) 

(5) 大学に３年以上在学し、又は外国において学校教育における 15 年の課程を修了し、本大学院において、

所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者 

(6) その他本大学院において、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者 

 

第９条の２ 博士後期課程の入学資格は、次の各号の一に該当するものとする。 
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(1) 修士の学位を有する者 

(2) 外国において修士の学位に相当する学位を授与された者 

(3) 文部大臣の指定した者(平成元年９月１日文部省告示第 118 号による指定) 

(4) その他本大学院において、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者 

 

第 10 条 大学院の入学志願者手続、入学許可、在学保証書、保証人、休学、休学期間、休学中の授業料、復

学、願い出による退学、学費未納等による退学、転学、編・転入学、再入学及び死亡の届け出について

は、流通経済大学学則第 32 条から第 45 条の規定を準用する。 

２ 博士後期課程において、所定の単位取得後退学した者の学位取得のための再入学については、別に定め

る。 

 

第５章 課程修了及び学位 

 

第 11 条 修士課程修了の要件は、当該課程に２年以上在学し、研究科規則の定めるところにより、30 単位

以上を修得し、かつ必要な研究指導を受けたうえ、修士論文の審査及び試験に合格することとする。た

だし、在学期間に関しては、優れた業績を上げた者については、当該課程に１年以上在学すれば足りる

ものとする。 

 

第 11 条の２ 博士課程の修了の要件は、大学院に５年(修士課程に２年以上在学し、当該課程を修了した者

にあっては、当該課程における２年の在学期間を含む。)以上在学し、30 単位以上を修得し、かつ、必

要な研究指導を受けたうえ、当該大学院の行う博士論文の審査及び試験に合格することとする。ただし、

在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者については、大学院に３年(修士課程に２年以上在学し、

当該課程を修了した者にあっては、当該課程における２年の在学期間を含む。)以上在学すれば足りるも

のとする。 

２ 前条ただし書きの規定による在学期間をもって修士課程を修了した者の博士後期課程の修了の要件は、

大学院の修士課程における在学期間に３年を加えた期間以上在学し、30 単位以上を修得し、かつ、必要

な研究指導を受けたうえ、当該大学院の行う博士論文の審査及び試験に合格することとする。ただし、

在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者については、大学院に３年(修士課程における在学期間

を含む。)以上在学すれば足りるものとする。 

３ 第１項及び前項の規定にかかわらず、第９条の２第２号、第３号及び第４号の規定により、博士後期課

程に入学した者の修了の要件は、大学院に３年以上在学し、必要な研究指導を受けたうえ、当該大学院

の行う博士論文の審査及び試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績

を上げた者については、大学院に１年以上在学すれば足りるものとする。 

 

第 12 条 各研究科において、教育研究上必要と認めるときは、他大学院とあらかじめ協議の上、当該大学院

修士課程の授業科目を履修させることができる。 

２ 前項の規定により、履修した授業科目は、８単位をこえない範囲で本大学院当該研究科において履修し

たものとみなすことができる。 

 

第 13 条 各研究科において、教育研究上必要と認めるときは、他大学院とあらかじめ協議の上、博士後期課

程の学生が当該大学院において、研究上の指導を受けることを認めることができる。 

 

第 14 条 大学院の課程を修了した者には、次の区分に従い修士又は博士の学位を授与する。 

経済学研究科 修士課程 修士(経済学) 

  博士課程 博士(経済学) 
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社会学研究科 修士課程 修士(社会学) 

  博士課程 博士(社会学) 

物流情報学研究科 修士課程 修士(物流情報学) 

  博士課程 博士(物流情報学) 

法学研究科 修士課程 修士（法学） 

ｽﾎﾟｰﾂ健康科学研究科 修士課程 修士（ｽﾎﾟｰﾂ科学） 

 

第 15 条 この学則に定めるもののほか、学位に関し必要な事項は流通経済大学学位規則の定めるところによ

る。 

 

第６章 学  費  等 

 

第 16 条 大学院に入学を志願する者は、第 10 条に定める手続きと同時に別表Ⅰに定める入学検定料を納め

なければならない。 

 

第 17 条 入学金、授業料、施設拡充費及びその他の学費並びに納入期日は別表Ⅱ及び別表Ⅲのとおりとする。 

 

第 18 条 学年の中途で退学した者でも、その期の学費を納入しなければならない。 

２ 中途退学者には、既納の学費は返還しない。 

 

第７章 運 営 組 織 

 

第 19 条 大学院に大学院委員会を置く。 

２ 大学院委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

(1) 学長 

(2) 各研究科長 

(3) 各研究科の教授２名 

(4) その他学長が必要と認めた者 

３ 大学院委員会は、次の事項を審議する。 

(1) 研究及び教育に関する基本的事項 

(2) 大学院学則又は大学院に関する諸規則の制定、改廃及び運用に関する事項 

(3) 学位授与の認証に関すること 

(4) その他大学院に関する重要事項 

 

第 20 条 大学院の各研究科に研究科長及び研究科委員会を置く。 

２ 各研究科長は、当該研究科委員会の推薦に基づき、理事会の承認を経て、学長が任命する。任期は２年

とし、その始期は４月１日とする。ただし、欠員により補充任命された者の任期は、前任者の残任期間

とする。 

３ 各研究科委員会は、当該研究科の教育、研究を担当する本学専任の教授をもって組織する。 

４ 前項の規定にかかわらず、各研究科委員会は、当該研究科において必要と認める場合は当該研究科の教

育、研究を担当する准教授、講師及び兼任の教員を加えて組織することができる。ただし、博士後期課

程の担当教員の資格認定並びに入学及び課程修了・学位に関することについて審議する場合は、当該博

士後期課程の教育、研究を担当する教員をもって組織するものとする。 

５ 各研究科委員会は、当該研究科に関する次の事項を審議する。 

(1) 教員組織に関すること 
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(2) 入学、休学、復学、願い出による退学、学費未納等による退学、懲戒、留学その他学生に関すること 

(3) 教育課程及び研究指導に関すること 

(4) 課程修了及び学位に関すること 

(5) その他研究科の運営に関する重要事項 

６ 各研究科委員会は、当該研究科委員会構成員の３分の２の出席をもって成立する。ただし、留学中の者、

海外出張中の者、特別研究期間中の者、休職中の者および病気その他の理由により引続き３ケ月以上欠

勤中の者は当該研究科委員会構成員の数から除くものとする。 

７ 各研究科委員会の議事は、出席者の過半数をもって決する。 

 

第 21 条 大学院の教員組織は、原則として各研究科の基礎となる学部、研究所等の教員をもって構成するも

のとする。 

２ 大学院の授業は、教授、准教授又は講師が担当する。 

３ 大学院の研究指導は、原則として教授が担当するものとし、各研究科において必要な場合は、当該研究

科の准教授が担当し、又は講師に分担させることができるものとする。 

 

第 22 条 大学院は、授業及び研究指導の内容及び方法の改善を図るため、組織的な研修及び研究を実施する

ものとする。 

 

第８章 委託学生、聴講生及び外国人留学生 

 

第 23 条 委託学生、聴講生及び外国人留学生については、流通経済大学学則第 48 条から第 53 条までの規定

を準用する。 

 

第 24 条 本大学院と単位の互換に関する協定のある他大学院学生が、本大学院の授業科目の履修を希望する

ときは、特別聴講生として許可することがある。 

 

第 25 条 外国人であって大学院において特定課題についての研究指導を受けようとするものがあるときは、

支障がない限り、外国人特別研究生として入学させることができる。 

２ 外国人特別研究生の入学手続、学費等については別に規則をもって定める。 

 

第９章 雑    則 

 

第 26 条 学生の賞罰については、流通経済大学学則第 46 条及び第 47 条を準用する。 

 

第 27 条 中学校教諭一種免許状、高等学校教諭一種免許状授与の所要資格を有する者で、当該免許状に係る

中学校教諭専修免許状、高等学校教諭専修免許状授与の所要資格を取得しようとする者は、教育職員免

許法及び同法施行規則に定める所要の単位を修得しなければならない。 

２ 各研究科において取得することができる教育職員免許状の種類および履修要項は、教職課程に関する規

程に定める。 

 

第 28 条 大学院研究科に関する細則は別に定める。 

 

附 則 

１．この学則は、平成元年４月１日から施行する。 

２．この学則(改正)は、平成元年 11 月１日から施行する。 
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３．この学則(改正)は、平成２年４月１日から施行する。 

４．この学則(改正)は、平成３年４月１日から施行する。 

５．この学則(改正)は、平成３年７月１日から施行する。 

６．この学則(改正)は、平成４年４月１日から施行する。ただし、社会学研究科修士課程の学生には、教育

職員免許法(昭和24年法律第147号)に基づく免許状授与の所要資格を得させるための課程の認定を受け

るまでの間、第 23 条は適用しない。 

７．この学則(改正)は、平成５年４月１日から施行する。 

８．この学則(改正)は、平成６年４月１日から施行する。 

９．この学則(改正)は、平成７年２月１日から施行する。ただし、本規則第 20 条第２項の規定にかかわらず、

完成年次に達しない研究科の研究科長は、学長が選考し、理事会の承認を経て任命するものとする。 

10．この学則(改正)は、平成７年４月１日から施行する。 

11．この学則(改正)は、平成７年 11 月１日から施行する。 

12．この学則(改正)は、平成８年４月１日から施行する。 

13．この学則(改正)は、平成９年４月１日から施行する。 

14．この学則(改正)は、平成９年７月８日から施行する。 

15．この学則(改正)は、平成 10 年４月１日から施行する。 

16．この学則(改正)は、平成 11 年４月１日から施行する。 

17．この学則(改正)は、平成 12 年４月１日から施行する。 

18．この学則(改正)は、平成 13 年４月１日から施行する。 

19．この学則(改正)は、平成 14 年４月１日から施行する。 

20．この学則(改正)は、平成 15 年４月１日から施行する。 

21．この学則(改正)は、平成 17 年４月１日から施行する。 

22．この学則(改正)は、平成 18 年４月１日から施行する。 

23．この学則(改正)は、平成 19 年４月１日から施行する。 

24．この学則(改正)は、平成 20 年４月１日から施行する。 

25．この学則(改正)は、平成 21 年４月１日から施行する。 

26．この学則(改正)は、平成 22 年４月１日から施行する。 
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別表Ⅰ 

種別 金額 

入学検定料 35,000 円 

 

 

別表Ⅱ－Ａ(本学学部卒業者 学費) 

種別 年額 入学年度 ２年度以降 納入期日 

授業料 年額 636,400 円 

  

前期 318,200 円 

後期 318,200 円 

(前期) 

新入学生は指定された入

学手続期間、在学生は４月

20 日まで 

(後期) 

新入学生、在学生とも 10

月 20 日まで 

施設拡充費 年額 61,800 円 

実験実習料 年額 15,200 円 

前年度の金額にそれぞ

れ人事院勧告(前年度)

による改訂率(ベア＋

定昇率)を乗じた額を

加算した金額 

 

新入学生は指定された

入学手続期間、在学生

は４月 20 日まで 
 

 

 

別表Ⅱ－Ｂ(他大学学部卒業者 学費) 

種別 年額 入学年度 ２年度以降 納入期日 

入学金  138,800 円   指定された入学手続期間 

授業料 年額 636,400 円 

  

前期 318,200 円 

後期 318,200 円 

(前期) 

新入学生は指定された入

学手続期間、在学生は４月

20 日まで 

(後期) 

新入学生、在学生とも 10

月 20 日まで 

施設拡充費 年額 61,800 円 

実験実習料 年額 15,200 円 
 

前年度の金額にそれぞ

れ人事院勧告(前年度)

による改訂率(ベア＋

定昇率)を乗じた額を

加算した金額 

  新入学生は指定された

入学手続期間、在学生

は４月 20 日まで 
 

 

 

別表Ⅲ(委託学生および聴講生の入学金および聴講料) 

種別 委託学生 聴講生 

入学金 
４単位まで     13,000 円

５単位以上     19,000 円

４単位まで     26,000 円 

５単位以上     38,000 円 

聴講料 

１単位につき    11,000 円

  

総額   90,000 円を超えない

４単位まで     40,000 円 

超過分１単位につき  9,000 円 

総額   90,000 円を超えない 
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流通経済大学大学院研究科規則（案） 

(制定 平成４年３月 19 日) 

第１章 総     則 

第１条 流通経済大学大学院の各研究科に関する事項で、流通経済大学大学院学則(以下「大学院

学則」という。)に定めるもののほかは、この規則の定めるところによる。 

 

第２章 教育課程および履修方法等 

第２条 各研究科の授業科目、単位数および履修方法は、別表Ⅰ、別表Ⅱ、別表Ⅲ、別表Ⅳ、別

表Ⅴ、別表Ⅵ、別表Ⅶおよび別表Ⅷのとおりとする。 

 

第３条 各研究科委員会は、学生の履修を指導するため、各学生ごとに担当教員を定める。 

 

第４条 各授業科目の単位修得の認定は、試験または研究報告等により、担当教員が行うものと

する。ただし、病気その他の事由により、正規の試験を受けることができなかった者について

は、追試験を行うことができる。 

２ 各授業科目の成績は、合格または不合格とする。ただし、不合格の授業科目については、事

情により再試験を許可することができる。 

 

第５条 修士論文提出の時期は、原則として 12 月末とし、論文審査は２月末までに終了するもの

とする。ただし、特別の事由があるときは、当該研究科委員会の議を経て当該研究科長が別に

定めることができる。 

 

第６条 課程博士の論文提出の時期は、原則として９月末とし、論文審査は当該学生の在学期間

中に終了するものとする。ただし、特別の事由があるときは、当該研究科委員会の議を経て当

該研究科長が別に定めることができる。 

 

第７条 修士論文の審査については、当該研究科委員会が適当と認めるときは、特定の課題につ

いての研究成果の審査をもって代えることができる。 

 

第８条 修士又は課程博士の学位授与に係る試験は、所定の単位を修得し、かつ、学位論文を提

出した者に対し、当該学位論文を中心としてこれに関連ある科目について、口頭又は筆答によ

り行うものとする。 

 

第９条 課程修了の認定は、原則として学年の終りに行う。ただし、特別の事由があるときは、

当該研究科委員会の議を経て年度途中においても認定(学位授与)することができる。 
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第３章 運 営 組 織 

第 10 条 各研究科の円滑な運営を図るため、各研究科に運営委員を置くことができる。 

２ 研究科運営委員会は、当該研究科長を補佐する。 

３ 前項の委員は各研究科２名以内とし、当該研究科委員会構成員の互選で選出する。 

４ 前項の委員の任期は２年とし、その始期は４月１日とする。ただし、補充の委員の任期は前

任者の残任期間とする。 

 

附  則 

１．この規則は、平成４年４月１日から施行する。 

２．この規則の施行に伴い、平成元年３月 17 日制定の流通経済大学大学院経済学研究科規則は、

これを廃止する。 

３．この規則(改正)は、平成５年４月１日から施行する。 

４．この規則(改正)は、平成６年４月１日から施行する。 

５．この規則(改正)は、平成７年４月１日から施行する。 

６．この規則(改正)は、平成８年４月１日から施行する。 

７．この規則(改正)は、平成９年４月１日から施行する。 

８．この規則(改正)は、平成９年７月８日から施行する。 

９．この規則(改正)は、平成 10 年４月１日から施行する。 

10．この規則(改正)は、平成 11 年４月１日から施行する。 

11．この規則(改正)は、平成 12 年４月１日から施行する。 

12．この規則(改正)は、平成 13 年４月１日から施行する。 

13．この規則(改正)は、平成 14 年４月１日から施行する。 

14. この規則(改正)は、平成 15 年４月１日から施行する。 

15. この規則(改正)は、平成 17 年４月１日から施行する。 

16. この規則(改正)は、平成 22 年４月１日から施行する。 

 



別表Ⅰ  大学院経済学研究科修士課程授業科目及び履修方法

学  科  目 単位数 備考

理 論 経 済 学 理 論 経 済 学 Ⅰ 特  論 ４   授業科目の中から３２単位以上
理 論 経 済 学 Ⅰ 演  習 ８ を履修しなければならない。
理 論 経 済 学 Ⅱ 特  論 ４ １．専攻科目の演習を２年次にわ
理 論 経 済 学 Ⅱ 演  習 ８     たり１年次４単位、合計８単
計 量 経 済 学 特  論 ４     位を履修するものとする。
計 量 経 済 学 演  習 ８ ２．専攻科目の演習のほか担当指
経 済 学 史 特  論 ４     導教員の指示する科目の特論
経 済 学 史 演  習 ８     それぞれ４単位、合計２４単
経 済 成 長 論 特  論 ４     位を履修するものとする。

経 済 史 日 本 経 済 史 特  論 ４

日 本 経 済 史 演  習 ８

西 洋 経 済 史 特  論 ４

西 洋 経 済 史 演  習 ８

経 済 政 策 経 済 政 策 論 特  論 ４

経 済 政 策 論 演  習 ８

日 本 経 済 論 特  論 ４

日 本 経 済 論 演  習 ８

世 界 経 済 論 特  論 ４

世 界 経 済 論 演  習 ８

農 業 経 済 論 特  論 ４

農 業 経 済 論 演  習 ８

交 通 経 済 論 特  論 ４

交 通 経 済 論 演  習 ８

経 済 地 理 学 特  論 ４

経 済 地 理 学 演  習 ８

財 政 学 ・ 金 融 論 財 政 学 特  論 ４

財 政 学 演  習 ８

金 融 論 特  論 ４

金 融 論 演  習 ８

租 税 法 特  論 ４

租 税 法 演  習 ８

統 計 学 統 計 学 特  論 ４

統 計 学 演  習 ８

社 会 政 策 社 会 政 策 論 特  論 ４

社 会 政 策 論 演  習 ８

社 会 保 障 論 特  論 ４

社 会 保 障 論 演  習 ８

経 営 学 経 営 学 特  論 ４

経 営 学 演  習 ８

経 営 財 務 論 特  論 ４

経 営 財 務 論 演  習 ８

経 営 工 学 特  論 ４

経 営 工 学 演  習 ８

経 営 情 報 論 特  論 ４

経 営 情 報 論 演  習 ８

会 計 学 会 計 学 Ⅰ 特  論 ４

会 計 学 Ⅰ 演  習 ８

会 計 学 Ⅱ 特  論 ４

会 計 学 Ⅱ 演  習 ８

流 通 流 通 論 Ⅰ 特  論 ４

流 通 論 Ⅰ 演  習 ８

流 通 論 Ⅱ 特  論 ４

流 通 論 Ⅱ 演  習 ８

物 流 論 特  論 ４

マ ー ケ テ ィ ン グ 論 特  論 ４

マ ー ケ テ ィ ン グ 論 演  習 ８

物 流 経 営 論 特  論 ４

物 流 経 営 論 演  習 ８

国 際 物 流 論 特  論 ４

国 際 物 流 論 演  習 ８

授  業  科  目  名
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別表Ⅱ  大学院経済学研究科博士後期課程授業科目及び履修方法

学  科  目 単位数 備考

理 論 経 済 学 理 論 経 済 学 研究指導 １２   授業科目の中から２０単位以上
理 論 経 済 学 特殊研究 ４ を履修しなければならない。
計 量 経 済 学 研究指導 １２ １．研究指導科目のうちから１科
計 量 経 済 学 特殊研究 ４     目を選択して専攻科目とする。
経 済 学 史 研究指導 １２   （専攻する研究指導科目担当教
経 済 学 史 特殊研究 ４     員に論文作成・特殊研究の履

経 済 史 日 本 経 済 史 研究指導 １２     修その他研究一般について指
日 本 経 済 史 特殊研究 ４     導をうけるものとする。）
西 洋 経 済 史 研究指導 １２ ２．原則として入学した年度中に
西 洋 経 済 史 特殊研究 ４     、専攻科目の研究指導のほか

経 済 政 策 経 済 政 策 論 研究指導 １２     担当指導教員の指示する科目
経 済 政 策 論 特殊研究 ４     の特殊研究２科目、それぞれ
日 本 経 済 論 研究指導 １２     ４単位、合計８単位を履修す
日 本 経 済 論 特殊研究 ４     るものとする。
農 業 経 済 論 研究指導 １２ ３．原則として、専攻科目の研究
農 業 経 済 論 特殊研究 ４     指導を３年次にわたり、１年
交 通 経 済 論 研究指導 １２     次４単位、合計１２単位を履
交 通 経 済 論 特殊研究 ４     修するものとする。
世 界 経 済 論 研究指導 １２

世 界 経 済 論 特殊研究 ４

経 済 地 理 学 研究指導 １２

経 済 地 理 学 特殊研究 ４

財 政 学 ・ 金 融 論 金 融 論 研究指導 １２

金 融 論 特殊研究 ４

統 計 学 統 計 学 研究指導 １２

統 計 学 特殊研究 ４

社 会 政 策 社 会 政 策 論 研究指導 １２

社 会 政 策 論 特殊研究 ４

社 会 保 障 論 研究指導 １２

社 会 保 障 論 特殊研究 ４

経 営 学 経 営 学 研究指導 １２

経 営 学 特殊研究 ４

経 営 工 学 研究指導 １２

経 営 工 学 特殊研究 ４

経 営 情 報 論 研究指導 １２

経 営 情 報 論 特殊研究 ４

会 計 学 会 計 学 研究指導 １２

会 計 学 特殊研究 ４

流 通 流 通 論 研究指導 １２

流 通 論 特殊研究 ４

物 流 論 特殊研究 ４

物 流 経 営 論 研究指導 １２

物 流 経 営 論 特殊研究 ４

国 際 物 流 論 研究指導 １２

国 際 物 流 論 特殊研究 ４

授  業  科  目  名
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別表Ⅲ  大学院社会学研究科修士課程授業科目及び履修方法

学  科  目 単位数 備考

理 論 社 会 学 社 会 哲 学 特  論 ４   授業科目の中から３２単位以上
社 会 哲 学 演  習 ８ を履修しなければならない。
社 会 思 想 史 特  論 ４ １．専攻科目の演習を２年次にわ
社 会 思 想 史 演  習 ８     たり１年次４単位、合計８単
社 会 学 理 論 特  論 ４     位を履修するものとする。
社 会 学 理 論 演  習 ８ ２．専攻科目の演習のほか担当指
法 社 会 学 特  論 ４     導教員の指示する科目の特論
法 社 会 学 演  習 ８     それぞれ４単位、合計２４単
国 際 社 会 学 特  論 ４     位を履修するものとする。
国 際 社 会 学 演  習 ８

経 済 社 会 学 特  論 ４

経 済 社 会 学 演  習 ８

文 化 人 類 学 特  論 ４

文 化 人 類 学 演  習 ８

社 会 福 祉 ・ 地 域 社 会 学 福 祉 職 論 特  論 ４

福 祉 職 論 演  習 ８

地 域 福 祉 論 特  論 ４

地 域 福 祉 論 演  習 ８

地 域 社 会 論 特  論 ４

地 域 社 会 論 演  習 ８

心 理 療 法 ･ 心 理 援 助 特  論 ４

心 理 療 法 ･ 心 理 援 助 演  習 ８

教 育 社 会 学 特  論 ４

教 育 社 会 学 演  習 ８

生 涯 学 習 論 特  論 ４

生 涯 学 習 論 演  習 ８

比 較 成 人 学 習 特  論 ４

比 較 成 人 学 習 演  習 ８

社 会 心 理 学 特  論 ４

社 会 心 理 学 演  習 ８

児   童   福   祉   論 特  論 ４

児   童   福   祉   論 演  習 ８

産 業 ・ 観 光 社 会 学 産 業 社 会 学 特  論 ４

産 業 社 会 学 演  習 ８

観 光 社 会 学 特  論 ４

観 光 社 会 学 演  習 ８

余 暇 社 会 学 特  論 ４

余 暇 社 会 学 演  習 ８

社 会 階 層 論 特  論 ４

社 会 階 層 論 演  習 ８

マ ス コ ミ 論 特  論 ４

マ ス コ ミ 論 演  習 ８

シミュレーシ ョン＆ゲ ーミ ング 特  論 ４

シミュレーシ ョン＆ゲ ーミ ング 演  習 ８

授 業 科 目 名
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別表Ⅳ  大学院社会学研究科博士後期課程授業科目及び履修方法

学  科  目 単位数 備考

理 論 社 会 学 社 会 哲 学 研究指導 12 １．学生は、授業科目中の研究
社 会 哲 学 特殊研究 4   指導の内から１科目を選択し
社 会 思 想 史 研究指導 12   て専攻科目とし、専攻する研
社 会 思 想 史 特殊研究 4   究指導担当教員に博士論文の
国 際 社 会 学 研究指導 12   作成、特殊研究の履修、その
国 際 社 会 学 特殊研究 4   他研究一般について指導をう
経 済 社 会 学 研究指導 12   けるものてする。
経 済 社 会 学 特殊研究 4 ２．学生は、原則として専攻科

社 会 福 祉 ・ 地 域 社 会 学 福 祉 職 論 研究指導 12   目の研究指導を１年次、２年
福 祉 職 論 特殊研究 4   次、３年次にわたり、それぞ
地 域 福 祉 計 画 論 研究指導 12   れ４単位ずつ、合計１２単位
地 域 福 祉 計 画 論 特殊研究 4   履修するものとする。
地 域 社 会 論 研究指導 12 ３．学生は、原則として研究指
地 域 社 会 論 特殊研究 4   導担当教員の指示する特殊研
教 育 社 会 学 研究指導 12   究２科目８単位を１年次に履
教 育 社 会 学 特殊研究 4   修するものとする。
生 涯 学 習 論 研究指導 12     したがって、博士後期課程
生 涯 学 習 論 特殊研究 4   修了要件は、当該課程に３年
社 会 心 理 学 研究指導 12   次以上在学し、２０単位以上
社 会 心 理 学 特殊研究 4   修得し、博士論文の審査およ

産業・観光社会学 産 業 社 会 学 研究指導 12   び最終試験に合格することで
産 業 社 会 学 特殊研究 4   る。
観 光 社 会 学 研究指導 12

観 光 社 会 学 特殊研究 4

余 暇 社 会 学 研究指導 12

余 暇 社 会 学 特殊研究 4

社 会 階 層 論 研究指導 12

社 会 階 層 論 特殊研究 4

マ ス コ ミ 論 研究指導 12

マ ス コ ミ 論 特殊研究 4

シミュレーシ ョン＆ゲ ーミ ング 研究指導 12

シミュレーシ ョン＆ゲ ーミ ング 特殊研究 4

授 業 科 目 名
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別表Ⅴ  大学院物流情報学研究科修士課程授業科目及び履修方法

単位数 備考

国 際 物 流 論 特  論 ４ （履修方法）

国 際 物 流 論 演  習 ８ 演習のうち１科目８単位とその

国 際 海 運 論 特  論 ４ 指導教員が担当する特論４単位

国 際 海 運 論 演  習 ８ の他に、指導教員の指示する科

産 業 立 地 論 特  論 ４ 目計20単位を含め、32単位以上

ロ ジ ス テ ィ ク ス 実 践 特　論 ４ を履修しなければならない。

物 流 シ ス テ ム 論 演  習 ８  なお、物流学関連科目を専攻

企 業 成 長 戦 略 論 特  論 ４ 科目（演習）とした者は、情報

企 業 成 長 戦 略 論 演  習 ８ 学関連科目の特論を必ず４単位

商 業 経 営 論 特  論 ４ 以上履修しなければならない。

商 業 経 営 論 演  習 ８

ロ ジ ス テ ィ ク ス 工 学 特  論 ４ （修了条件）

ロ ジ ス テ ィ ク ス 工 学 演  習 ８ ２年以上在学し、32単位以上を

ロ ジ ス テ ィ ク ス 論 特  論 ４ 修得し、かつ、必要な研究指導

ロ ジ ス テ ィ ク ス 論 演  習 ８ を受けた上、修士論文の審査及

ロジスティクスビジネス論 特  論 ４ び試験に合格すること。

ロジスティクスビジネス論 演  習 ８

環 境 経 営 論 特  論 ４

環 境 経 営 論 演  習 ８

オペレーションズリサーチ 特  論 ４

オペレーションズリサーチ 演  習 ８

意 思 決 定 論 特  論 ４

通 信・ネ ッ ト ワ ー ク 論 特  論 ４

通 信・ネ ッ ト ワ ー ク 論 演  習 ８

ソフトウェアシステム論 特  論 ４

ソフトウェアシステム論 演  習 ８

情 報 シ ス テ ム 論 特  論 ４

情 報 シ ス テ ム 論 演  習 ８

ロジスティクスデータ解析論  特  論 ４

ロジスティクスデータ解析論 演  習 ８

授 業 科 目 名

物
流
学
関
連
科
目

情
報
学
関
連
科
目
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別表Ⅵ  大学院物流情報学研究科博士後期課程授業科目及び履修方法

授 業 科 目 名 単位数 備考

物 流 事 業 論特殊研究 ４ （履修方法）

物 流 事 業 論研究指導 １２ １．学生は、原則として研究

ロ ジ ス テ ィ ク ス 工 学特殊研究 ４   指導教員の指示する研究指

ロ ジ ス テ ィ ク ス 工 学研究指導 １２   導２科目８単位以上を１年

国 際 海 運 論特殊研究 ４   次に履修するものとする。

国 際 海 運 論研究指導 １２ ２．学生は、原則として専攻

企 業 成 長 戦 略 論特殊研究 ４   科目の研究指導を1年次、2

企 業 成 長 戦 略 論研究指導 １２   年次、3年次にわたり、それ

物 流 シ ス テ ム 分 析 論特殊研究 ４   ぞれ４単位ずつ、合計12単

物 流 シ ス テ ム 分 析 論研究指導 １２   位履修するものとする。

商 業 経 営 論 特殊研究 ４     したがって、博士後期課

商 業 経 営 論 研究指導 １２   程修了要件は、当該課程に

ロ ジ ス テ ィ ク ス 設 計 論 特殊研究 １２   3年以上在学し20単位以上修

ロ ジ ス テ ィ ク ス 設 計 論 研究指導 4   得し、かつ、必要な研究指

産 業 立 地 論特殊研究 １２   導を受け、博士論文の審査

情 報 シ ス テ ム 論特殊研究 4   および最終試験に合格する

情 報 シ ス テ ム 論研究指導 １２ 　ものとする。

通 信 ･ ネ ッ ト ワ ー ク 論特殊研究 4

通 信 ･ ネ ッ ト ワ ー ク 論研究指導 １２

物
流
情
報
学
関
連
科
目
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別表Ⅶ  大学院法学研究科修士課程授業科目及び履修方法

単位数 備    考
基礎科目 企 業 ガ バ ナ ン ス 論 特論 ４

自治体ガバナンス論 特論 ４
リ ー ガ ル リ サ ー チ 実習 ２
法 制 史 特論 ４

政 策 過 程 論 演習 ４

地 方 自 治 論 演習 ４

憲 法 演習 ４

社 会 法 演習 ４

行 政 法 演習 ４

租 税 法 演習 ４

地 域 政 治 論 演習 ４

刑 事 法 演習 ４

身 分 法 演習 ４

財 産 法 Ⅰ 演習 ４

財 産 法 Ⅱ 演習 ４

経 済 法 演習 ４

民 事 紛 争 処 理 法 演習 ４

会 社 法 演習 ４

法 制 史 演習 ４

インターンシップⅠ ２

コア科目 （企業法務関連科目）

財 産 法 Ⅰ 特論 ４

財 産 法 Ⅱ 特論 ４

身 分 法 特論 ４

会 社 法 特論 ４

企 業 経 営 法 務 特論 ４

消 費 者 法 特論 ４

雇 用 関 係 法 特論 ４

経 済 規 制 法 特論 ４

企 業 活 動 と 刑 法 特論 ４

企 業 会 計 法 特論 ４

（自治法務関連科目）

憲 法 特論 ４

行 政 法 特論 ４

自 治 体 法 務 特論 ２

租 税 法 特論 ４

相 続 税 法 特論 ２

社 会 保 障 論 特論 ４

行 政 管 理 論 特論 ４

都 市 政 策 論 特論 ４

政 策 過 程 論 特論 ４

コ ミ ュ ニ テ ィ 論 特論 ４

地 方 財 政 論 特論 ４

（紛争処理関連科目）

刑 事 手 続 法 特論 ４

民 事 紛 争 処 理 法 特論 ４

税 務 行 政 争 訟 法 特論 ２

特 別 研 究 ４

インターンシップⅡ ２

（修了要件）
２年以上在学し、演習４単位及び
特別研究４単位、基礎科目の企業
ガバナンス論特論または自治体ガ
バナンス論特論のどちらか４単位
及びこれら以外の基礎科目もしく
はコア科目のなかから２０単位以
上、合計３２単位以上の取得し、
かつ、必要な研究指導を受けた
上、修士論文の審査及び試験に合
格すること。

授 業 科 目 名
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別表Ⅷ  大学院スポーツ健康科学研究科修士課程授業科目及び履修方法

単位数 備考

2

2 (修了要件)

2

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

ｽﾎﾟｰﾂ文化論特講 2

ｽﾎﾟｰﾂ教育論特講 2

健康社会論特講 2

ｽﾎﾟｰﾂﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論特講 2

ｽﾎﾟｰﾂ行財政論特講 2

ﾍﾙｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論特講 2

ｽﾎﾟｰﾂ産業論特講 2

ｽﾎﾟｰﾂNPO組織・運営論特講 2

ﾚｸﾘｪｰｼｮﾝｽﾎﾟｰﾂ論特講 2

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論特講 2

ｾﾙﾌｺﾝﾄﾛｰﾙ論特講 2

子どもｽﾎﾟｰﾂ論特講 2

中高齢者ｽﾎﾟｰﾂ論特講 2

障害者ｽﾎﾟｰﾂ論特講 2

ﾌｪｱﾌﾟﾚｲ論特講 2

ｽﾎﾟｰﾂ組織･運営論特講 2

ｽﾎﾟｰﾂ情報･戦略論特講 2

Ｂ群 ｽﾎﾟｰﾂｺｰﾁﾝｸﾞ論特講 2

ｽﾎﾟｰﾂﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ論特講 2

Ｃ群 運動質論特講 2

ｽﾎﾟｰﾂ技術論特講 2

ｽﾎﾟｰﾂ戦術論特講 2

ｽﾎﾟｰﾂ体力論特講 2

ｽﾎﾟｰﾂ心理論特講 2

ｽﾎﾟｰﾂ栄養論特講 2

Ｅ群 ｽﾎﾟｰﾂ救急教育論特講 2

ｽﾎﾟｰﾂｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞ論特講 2

ｱｽﾚﾃｨｯｸｹｱ論特講 2

２年以上在学し、共通科目10単位以上
（必修6単位、選択4単位以上）、所属
する領域の専門科目・領域科目（選
択）の各群から2単位以上計14単位以
上、専門科目･他領域科目6単位以上を
修得し、合計30単位以上を修得するこ
と、及び必要な研究指導を受けた上、
修士論文の審査及び試験に合格するこ
と。

ｽﾎﾟｰﾂﾈｯﾄﾜｰｸ運営法演習

子どもｽﾎﾟｰﾂ指導法演習

戦術ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ法演習

体力ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ法演習

ｽﾎﾟｰﾂｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞ法演習

ｱｽﾚﾁｯｸｹｱ法演習

Ａ群

Ｄ群

専
門
科
目
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
領
域
科
目

Ａ群

Ｅ群

Ｃ群

専
門
科
目
・
競
技
ス
ポ
ー
ツ
領
域

共
通
科
目

ｽﾎﾟｰﾂﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ特講

ｽﾎﾟｰﾂ救急教育法演習

Ｂ群

競技ｽﾎﾟｰﾂ企画･運営法演習

ｽﾎﾟｰﾂｺｰﾁﾝｸﾞ法演習

中高齢者ｽﾎﾟｰﾂ指導法演習

授業科目名

Ｄ群

技術ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ法演習

研究指導

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ法演習

研究方法演習Ⅰ

研究方法演習Ⅱ

生涯ｽﾎﾟｰﾂ企画･運営法演習
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